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会

長

塩

谷

冨

士

男

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
一
＿
年
度
社
協
活
動
を
ふ
り
か
え
り

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
令
和
＿
＿
一
年
度
社
協
酒
動
を
奎
え
る

戸
坂
城
山
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
っ
て
戸
坂
城
山
社
協
の
行
事
も
大
き
な
影

響
を
＿
つ
け
ま
し
だ
。

2
月
末
か
ら
3
月
に
か

け
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
通
知
が
広
島
市

か
ら
出
さ
れ
ま
し
だ
。
学
校
閉
鎖
も
あ
リ
、

ま
ず
は
城
山
町
民
体
育
祭
は
、
体
協
の
皆
さ

ん
と
協
議
の
結
果
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
や
や
落
ち
着
い

て
き
た
か
に
思
え
た
が
、
第

2
波
が
あ

こ
り
、

8
月
の
城
山
盆
踊
り
大
会
9
月
の
城

山
敬
老
会
も
参
加
者
、
世
話
人
と
も
高
齢
者

が
多
く
ハ
イ
リ
ス
ク
の
だ
め
、
理
事
会
協
議

の
結
果
こ
れ
も
中
止
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
だ
。
そ
の
理
事
会
も
令
和
2
年
は
4
回

の
開
催
で
、
そ
の
ほ
か
は
書
面
審
議
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

だ
だ
、
コ
ロ
ナ
ヘ
の
不
安
の
だ
め
高
齢
者

の
外
出
機
会
が
減
り
体
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
だ
め
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
健
康

維
持
の
必
要
性
か
ら
、

131れ
あ
い
い
き
い
き

サ
0
ン
な
ど
は
、
世
話
人
の
方
々
が
、
グ
ル

ー
プ
分
け
、
時
間
調
整
な
ど
の
コ
ロ
ナ
予

防
策
を
講
じ
な
が
ら
、
徐
々
に
活
動
を
再

開
さ
れ
ま
し
だ
。
ま
だ
、
地
域
に
あ
け
る

見
守
り
、
支
え
合
い
活
動
（
近
隣
ミ
ニ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
は
、
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
な
が
ら
協
力
員
の
方
々
の
ご
努
力
で

続
け
ら
れ
て
あ
り
、
高
齢
者
の
方
に
弁
当

を
届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
活
動
も
、
こ
の

一
年
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
助
け
〈
＿
o
い
の
地
域
づ
く
り
で
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
活
動
は
、
地
域

の
人
々
の
要
望
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し

い
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
戸
坂
南
の
空
き
店
舗
を
活
用

し
て
、
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
だ
I
C
T
を
利

用
し
た
新
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る

「
へ
さ
か
南
I

T
教
室
」
が
南
わ
く
わ

く
サ
0
ン
で
開
催
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

新
し
い
活
動
と
云
え
ば
、
広
島
市
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
借
り
受
け
、
サ
0
ン

等
に
活
用
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
も
試

行
中
で
す
。

と
こ
ろ
が

11月
下
旬
ガ
ら
、
広
島
県
で

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
最
悪
の
状
態
に
な

り
ま
し
だ
。

11月
ま
で
の
感
染
者
の
総
計

を
12月
だ
け
で
、
は
る
か
に
上
回
り
ま
し

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ロ
ン
等
は
中
止
、

戸
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
臨
時
休
館
と
な
り

ま
し
だ
。
令
和
3
年
城
山
社
協
新
年
互
礼

会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
は

、
コ
ロ
ナ
禍
の
1
年
で
し
だ
。

で
は
、
令
和
3
年
度
の
城
山
社
協
の
活

動
に
つ
い
て
で
す
が
、
具
体
的
な
活
動
が

一
部
規
制
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
現

在
、
何
か
で
き
る
か
模
索
し
て
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
機
会
に
皆
様
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の

活
動
に
つ
い
て
何
ガ
提
案
な
ど
力
を
貸
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
令
和
3
年

度
も
当
分
の
間
、
活
動
は
W
i
t
h

コ
ロ
ナ
で

進
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
我
慢
強
く
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
見
守
り
活
動
、
サ
ロ
ン
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
活
動
、
各
行
事
を

コ
ロ
ナ
対
策
を
常
に
頭
に
入
れ
て
進
め
て

参
り
だ
い
と
思
い
ま
す
。
城
山
社
協
の
理

事
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
、
喜
ば
れ
る
活

動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
あ
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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-------------------------------―̀ 
大上四丁目町内会 林 倫 子

それは令和2年5月半ばからの話です。

新型コロナウィルスの影響で集会所での同好会活動が休止となり、 3か月余リ合迄の日常でない暮

らしが続きました。 「町内会で何らかのコロナ対策活動が必要な時期になってきているのでは」とい

う土井会長の提案から、三密を避けた活動はないものかと思案の末、外なら大丈夫だろうと始めだの

が集会所前の公園でのラジオ体操でした。夕方5時から土日祝日を除いて毎日。その後思い思いに散

歩。 5月末から始めました。子供達が夏休みの間は、 6時半から一緒にしましだ。

町内会・社協関係の行事がすべて中止。なかなか収束の見えない日々が続いていきます。

秋祭りが中止となリグラウンドゴルフ大会も危うくなったある日「ウォーキングラリーはできるん

じゃない」という声で蜜にならないで沢山の方々が参加出来て健康にも繋がるイベントはないものか

と考えていた時、市民と市政に「健康ウォーキング認定制度」募集の記事を見つけました。これこれ

とアレンジして役員会に提案し始めることにしましだ。

• 1か月間・いつでも・どこでも・誰とでも・ひとりでも 65歳以上の方は、

大阪まで歩いだ万には賞品が出ます。

回覧で記録用紙を希望者に取ってもらい始めましだ。毎日のラジオイ本操の時間や第 1、第2木曜El

の「大4デイの日」に押印出来ることにしました。

ラジオ｛本操の後、それまでよりちょっと遠回りする方々や誘い合って歩かれる姿が多く見られま

しだ。ずっと以前から自分で歩くことを習潰にされている万々にも出会いました。

「合00歩」が合言葉のようになりましだ。

1か月が終わりました。結果は参加者89名総歩数15,566,042歩 総距離14,269.8km 

・外に出る機会ができた・歩こうと歩く気にしてくれましだ•主人と二人楽しく歩きました・久々の

歩行で足の運びが不十分であっだのが継続する事で歩きやすくなりましだ。

・車ばかりの生活でしだが歩くように努力しましだ・皆さんと歩くのも楽しかったです。

・近所の人を見かけることが多くなりました•あ話ができてよかっだです・家族で夜、歩数記録を記

入する時和やかなひと時でした•生活の一部になリ大変助かりました。

などなど多くの嬉しい感想をいだだきましだ。

ぁしまいですか？」という声1こ令和3年2月から 1か月、まだ、

町内会のイベントとして行うことをライン役員会で提案し行う

まで歩いだ万

1日1ポイント 福山

「合、何歩？」

「もうこれで

ことになりましだ。

「一人で歩く」に加えて「みんなで歩く」を意識しながら、

いつ収束するか分からないコロナ禍を何としても元気で明る＜

乗り切って生きたいものと切に切に思うこの頃です。

＇ 

________________________________ ., 

へ
さ
か
南

I
T
敦
室

戸
坂
南
町
内
会
長

毎
週
月
曜
日
午
後
2
時
か
ら
1
時
間
程
度
、

南
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
曾
江
井
酒
店
と
な
り
）

で
「
へ
さ
か
南
I
T
教
室
」
を
や
っ
て
い
ま

す
。
密
を
避
け
る
た
め
5
S
6
名
の
参
加
者

と
数
名
の
講
師
（
全
員
素
人
）
で
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
の
目
的
は
I
T
を
使
っ
て
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
う
こ
と
で
す
。

不
要
な
外
出
を
避
け
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
の
ネ
ッ
ト
宅
配
を

利
用
で
き

る
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
活
用
も
す
る
。

将
来
的
に
は
リ
モ
ー
ト
診
療
で
投
薬
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

I
T
を
使
っ
た
感
染
症
対
策
が
誰
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
と
り
わ
け
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
こ
そ
こ
う
し
た

I

T
が
使
え
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
I
T
の
使
い
方
を
勉
強
す
る
た
め
の
教

室
を
開
設
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
市
営
の
空
き
店
舗
を
無
料
で
借
り
る

鰺

曽

江

井

正

之

開
催
中

こ
と
が
で
き
た
た
め
場
所
の
確
保
も
で
き
ま

し
た
。
市
議
会
議
員
の
山
路
さ
ん
や
東
区
役

所
厚
生
部
地
域
支
援
担
当
課
の
行
廣
課
長
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
広
島
市
の
コ
ロ
ナ

対
策
支
援
事
業
に
応
募
し
、
開
設
資
金
の
援

助
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
資

金
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
4
台、

P
C
1
台
、
モ
バ

イ
ル
W
I
l
F
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。
開
設

に
当
た
っ
て
は
町
内
会
の
役
員
会
の
同
意
を

得
て
、
準
備
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
山
路
市
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
東
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
藤
本
さ
ん
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
の
久
保
さ
ん
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
運
営
で
も
講
師
と
し
て
参
加
し
た
り
、
宣
伝
の
ビ
ラ
を
作
っ
た
り
と
大

き
な
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
町
内
の
有
志
と
共
に
毎
週
教
室

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教
室
の
参
加
者
は
、

5
回
の
参
加
を
1
コ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
の

入
れ
方
か
ら
は
じ
ま
り
、
各
ア
イ
コ
ン
の
意
味
や
操
作
の
仕
方
、
検
索
の
方
法
な

ど
を
や
り
ま
す
。

5
回
目
は
今
夜
の
献
立
を
ネ
ッ
ト
で
考
え
必
要
な
材
料
を
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
宅
配
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し

て
最
後
に
修
了
書
を
受
け
取
り
終
わ
り
ま
す
。
「
1
時
間
じ
ゃ
足
ら
ん
よ
。
も
っ

と
や
り
た
い
よ
。
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
楽
し
く
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

教
室
の
内
容
は
ま
だ
ま
だ
手
探
り
で
リ
モ
ー
ト
診
療
も
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
、
生
き
生
き
と
し
た
活
動
を
目
指
し
て
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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戸坂連合社会福祉協議会

会長秋本 昇

平素より戸坂連合社会福祉協議会（戸坂3学区：以下、戸坂連合社協）の活動に対し、ご理解と

ご支援ご協力をいただき誠にありがとうございます。

戸坂連合社協といだしましては昨年来、戸坂住民の生活を支える交通体系のあり方を広島市道路

交通局の方々とも検討してまいりました。そこで先ず、戸坂3学区にあ住いの皆様に「乗合タクジ

ー」導入ついてのご意見等をアンケートにより集約させていただき、できる限り低額な生活交通の

確保を実現しだいと考えてあり、コロナ禍の中、多忙な11月にアンケート調査を実施させていだだ

きましだ。

戸坂3学区の5,000世帯に配付し、 3.250世帯の皆様から提出していただきましだ。コロナ禍にも

関らず65%という高い回収率で、皆様の「乗合タクシー」への関心度合いを計り知ることができま

しだ。ご協力、本当にありがとうございましだ。

12月早々には、アンケート用紙を全て、広島市道路交通局に提出し、現在は分析・整理中であり

ます。

合後は、アンケートの分析結果により、ワークジョップや勉強会を実施し、次の段階である、実

際に「乗合タクジー」を運行する「実験運行（市負担での社会実験）」を約 1年間東浄学区で行え

ればと考えています。

更に戸坂3学区全体での運行は、東浄学区での「実験運行」結果を整理・確認してからの対応と

なります。

戸坂3学区全体約12,500世帯での大規模な「乗合タクジー」の取り組みは、全国的にも類を見な

いと云われてあります。

戸坂3学区の皆様と一致協力し、 「乗合タクジー」運行実現に向けて、頑張りましょう。
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G重Ds月に予定
皆様のご協力よろしく ： 
お願い致します。 — 
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七
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